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概 要 資 料 
 

 
付議案件 

決算認定等［６件］、補正予算［５件］、契約締結［１件］、財産の取得［２件］、 

和解及び損害賠償［１件］、市道認定［１件］、報告［１１件］ 
 

  

 



令和６年座間市議会第３回（９月）定例会提出議案等一覧表 

令和６年８月６日提出 

№ 議 案 等 番 号 件     名 ﾍﾟｰｼﾞ 

１ 議案第３９号 令和６年度座間市一般会計補正予算（第２号） １ 

２ 議案第４０号 令和５年度座間市一般会計歳入歳出決算の認定について ２ 

３ 議案第４１号 
令和５年度座間市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 

１１ 

４ 議案第４２号 令和５年度座間市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について １１ 

５ 議案第４３号 
令和５年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 

１２ 

６ 議案第４４号 
令和５年度座間市水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余金の処
分について 

１３ 

７ 議案第４５号 
令和５年度座間市公共下水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余
金の処分について 

１４ 

８ 議案第４６号 令和６年度座間市一般会計補正予算（第３号） １５ 

９ 議案第４７号 令和６年度座間市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） １６ 

１０ 議案第４８号 令和６年度座間市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） １７ 

１１ 議案第４９号 令和６年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） １８ 

１２ 議案第５０号 工事請負契約の締結について １９ 

１３ 議案第５１号 財産の取得について ２０ 

１４ 議案第５２号 財産の取得について ２０ 

１５ 議案第５３号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（追認） 
２１ 
２２ 

１６ 議案第５４号 市道の路線の認定について ２４ 

１７ 報告第１３号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率について ２５ 

１８ 報告第１４号 令和５年度決算に基づく資金不足比率について ２５ 

１９ 報告第１５号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２６ 

２０ 報告第１６号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２６ 

２１ 報告第１７号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２７ 

２２ 報告第１８号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２１ 
２２ 

２３ 報告第１９号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２１ 
２３ 

２４ 報告第２０号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２１ 
２３ 

２５ 報告第２１号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） ２７ 

２６ 報告第２２号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） ２８ 

２７ 報告第２３号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） ２８ 
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議案第３９号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：    ２００,０００千円 

補正後予算額： ４６,８１７,３９９千円 

 主な内容 

・国の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づき、低所得者支援及び定額減

税を補足する給付金事業を実施します。 

 

 補正額の内訳 

歳入 

  ・財政調整基金繰入金                     200,000 千円 

 

歳出 

 

  ・物価高騰対応生活支援特別給付金給付事業費           200,000 千円 

 

 

 

 

 

  

施策体系外 

 

令和６年度座間市一般会計補正予算（第２号） 

 

補正予算 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 
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議案第４０号 

 

 

 

一般会計決算の概要               （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 ５１０億５４７万５,５９３円 

（１億７,３４１万７,４５２円、０.３％減） 

 歳出決算額 ４８３億７,７２０万６,２００円 

（３億１,２７７万８,５９３円、０.６％減） 

 主な歳入（款別） 

市税    １９５億５,１８７万１,８６２円（１億２,２５６万９２６円、０.６％増） 

    ・個人市民税 ８１億３,６３９万２,１８２円（８,０１５万９,９５０円、１.０％増） 

    ・法人市民税  ８億９,５６６万８,１８５円（５,８４１万５１５円、６.１％減） 

    ・固定資産税 ８２億９,３４５万６６４円（７,４６２万３,３６８円、０.９％増） 

地方交付税  ３９億７,６６３万２,０００円（４億１,０３１万４,０００円、１１.５％増） 

国庫支出金 １２６億５,３２４万６４円（６億２,８９７万９,３５８円、４.７％減） 

県支出金   ３２億６,５４０万５,６１５円（１億７,９１５万７,１４９円、５.８％増） 

繰入金    ２４億２,７７４万５,７５８円（１０億３,２１１万７,１３０円、２９.８％減） 

市債      ５億１,４１０万円（２億７,６７０万円、１１６.６％増） 

 主な歳出（目的別・性質別） 

≪目的別≫ 

民生費   ２４７億９,８８５万６,８９６円（９億６,９１８万８,７５１円、４.１％増） 

総務費    ７４億９,５１５万４,５３４円（７,８５６万１,３２７円、１.０％減） 

教育費    ４８億６,３８８万９４５円（７億４,８５０万１,２３７円、１８.２％増） 

≪性質別≫ 

 人件費    ８０億８,５３８万５千円（３億２,５３１万７千円、４.２％増） 

 扶助費   １６９億４,１４０万３千円（１０億１,９２３万３千円、６.４％増） 

 公債費    ２７億６,６８７万６千円（３,３２７万５千円、１.２％増） 

 普通建設事業費 ２３億１,８００万７千円（１億３,９８７万３千円、５.７％減）  

令和５年度座間市一般会計歳入歳出決算の認定について 

決算 
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令和５年度の主な事業に係る成果 

 
※ 各項目は、決算額の大きい順に掲載しています 

 

 

 

 ■ シティプロモーション推進事業費           ４８６万９,４６１円 
   「座間市のシティプロモーション～みんなのガイドライン～」を策定するとともに、ロゴマーク・キャッチ

フレーズの作成、市の魅力を凝縮したコンセプトブックの作成により、シティプロモーションのテーマを明

確にしました。 
 

 ■ コミュニティ・スクール推進事業費          ２３０万２,６７３円 
   研修会の実施（講義、グループ協議、情報交換等）により、コミュニティ・スクールの推進に係る課題や次

年度に向けた取組を明確にしました。 
 

 ■ 総合計画推進事業費                  １３万５,６００円 
   実施計画事業の予算化を基本として、本市を取り巻く環境の変化に対応しながら着実にまちづくりを推進す

るための行政経営を行いました。 

また、計画と予算が連動した、市民、職員等にとって分かりやすい進捗管理に努めました。 

 

 

 

 ■ ゼロカーボン推進補助事業費           １,１１８万９,５００円 
   リチウムイオン蓄電池の設置補助申請が、ゼロカーボンシティ宣言後で最多の６５件となり、省エネ・再エ

ネ設備の導入促進に寄与しました。また、個人向け電気自動車購入費補助金の交付によって、電気自動車の

普及に寄与しました。 

 

 

 

 ■ 保育所子ども・子育て支援事業費      ２６億９,４５７万９,７６３円 
   市内の民間保育所に勤務する保育士等に対し、年額１２万円の給付金を支給することで、民間保育所におけ

る保育士の確保及び離職防止に努めました。 

また、使用済みおむつに係る補助を新たに開始するなど、民間保育所の運営を支援しました。 
 

 ■ 小児医療費助成事業費            ５億４,７３２万７,６６４円 
   所得制限の撤廃により 1,829人（令和５年４月時点）、助成対象年齢の拡大により 2,787人に医療証を交付す

ることで、小児等の健やかな成長及び保護者の経済的負担の軽減に寄与しました。 
 

 ■ 地域少子化対策推進事業費            ７,０４２万６,３０５円 
   所得制限のない出産・子育て支援金を支給し、妊婦及び子育て世帯の経済的負担の軽減に寄与しました。 

・すくすく給付金（１・２歳の誕生日に各１万円） 

・移動支援給付金（妊娠時１万円、出生時～３歳の誕生日に各１万２千円） 
 

 ■ 子育て支援特別給付金支給事業費         １,２８８万５,０００円 
受給者 211 人（延児童数 2,573人）に給付金を支給することで、子育て世代の生活の安定及び児童の健や

かな成長に寄与しました。 
 

 ■ 住宅リフォーム助成事業費              ９１１万６,７１６円 
子育て世帯等が居住する住宅のリフォームに要する工事金額の一部補助を新たに開始したことで、子育て

環境の充実及び子どもたちを支える地域経済の活性化につながりました。  

輝く未来戦略 

決算 

“ひと”が輝く 
ひとがつながり、市民力が高まり、 

一人一人が活躍するコミュニティを目指します 

“まち”が輝く 暮らしに喜びが溢れ、快適に住み続けられるまちを目指します 

“未来へつなぐ” 子どもたちの夢が叶えられる、希望に溢れる社会を目指します 
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※ 対象事業は「令和５年度当初予算参考資料」に掲載の各施策の主な事業及び補正予算の主な事業です。 

※ 掲載は、決算額の大きい順としています。 

 

 

所管：こども未来部・教育部 

 保育所子ども・子育て支援事業費       ２６億９,４５７万９,７６３円 

 市内の民間保育所に勤務する保育士等に対し、年額１２万円の給付金を支給することで、民間保育所における保

育士の確保及び離職防止に努めました。 

また、使用済みおむつに係る補助を新たに開始するなど、民間保育所の運営を支援しました。 

 公立保育所管理運営費             ５億１,６１５万３,０２２円 

 令和５年４月１日から、市立保育園全園において使用済みおむつの持ち帰りを廃止し、各園で廃棄することと

し、保護者及び保育士の負担を軽減しました。 

 学校給食運営管理事業費            ４億９,８２２万７,６８７円 

 公会計の導入により、教職員の事務負担が軽減、保護者の利便性向上、透明性の確保につながりました。 

また、保護者が負担する給食費に食材費高騰の影響を転嫁せずに給食を提供することができました。 

 保育所施設整備事業費             ３億２,１５５万１,６００円 

 市立ちぐさ保育園を用途廃止し、民間の新設認可保育所としてちぐさ保育園を整備しました。入所定員を市立ち

ぐさ保育園の６０人から７１人に増員することと併せ、入所待機の多い０～２歳児の定員を１９人増員しまし

た。 

 小学校施設維持管理事業費           ２億５,２９４万９,５９４円 

 専門知識を有する資格者が建築物の点検を実施したことにより、不良箇所等を把握することができました。 

 （補正）児童ホーム運営事業費         ２億３,５４４万１,１１２円 

 相武台コミュニティセンター内に待機用児童ホームを新設したことにより、相武台地区で入所待機となっている

児童数が減少しました。 

 中学校施設維持管理事業費           １億３,４５１万１,４７４円 

 専門知識を有する資格者が建築物の点検を実施したことにより、不良箇所等を把握することができました。 

 民間保育所整備助成事業費           １億２,６８３万４,０００円 

 入所定員１９人の小規模保育施設を２園（ひばりっ子保育園、みらいひまわり保育園）整備することで、０～２

歳児の入所定員を３８人増員し、入所待機となっている児童数の減少に努めました。 

 特別支援教育事業費                ８,６００万１,４００円 

 市内小中学校に５５人の特別支援教育支援員を配置し、また、医療的ケアを必要とする児童生徒が在籍する学校

に４人の看護介助員を配置することで、児童生徒の個に応じた指導及び支援の充実に寄与しました。 

 出産・子育て応援給付金給付事業費         ８,３８４万１,８８３円 

妊娠期から出産・子育てまでの伴走型相談支援と併せて、妊娠期及び出生時に５万円の給付金を支給すること

で、子育て世帯を経済的に支援することができました。 

 

 

分野別政策                         

政策Ⅰ 共に学び、健やかに育つまちづくり 

決算 
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 （補正）中学校給食事業費             ７,９５９万６,０２７円 

 保護者が負担する給食費に食材費高騰の影響を転嫁せずに給食を提供することができました。 

 母子保健事業費                  ７,３７３万６,４８７円 

これまでは、全額自己負担であった新生児聴覚検査費用を一部補助することで受診の機会を増やすなど、母子保

健事業による支援を充実させました。 

 地域少子化対策推進事業費             ７,０４２万６,３０５円 

所得制限のない出産・子育て支援金を支給し、妊婦及び子育て世帯の経済的負担の軽減に寄与しました。 

・すくすく給付金（１・２歳の誕生日に各１万円） 

・移動支援給付金（妊娠時１万円、出生時～３歳の誕生日に各１万２千円） 

 放課後児童健全育成事業補助事業費         ４,８７８万２,０００円 

児童ホームの入所待機対策として公設の児童ホームを整備したため、既設５事業者に対する運営費等を補助しま

した。 

 （補正）教育研究事業費              ２,６４４万１,４８５円 

校務においては、ＤＸが進むことで会議資料の作成方法等が見直されるなど、業務を効率化できました。 

授業では、様々な学習手段の中から、自分に合った方法で学習ができていると感じている児童生徒の割合を増や

すことができました。 

 

 

所管：地域づくり部 

 市民ふるさとまつり補助事業費             ７２８万９,６８３円 

運営主体の実行委員会に補助金を交付し、市民主体のまつり開催を支援しました。当日は約 18,000 人の来場者

があり、市内事業者や市民活動団体のＰＲの場となり、関係者間や来場者との交流ができました。 

 シティプロモーション推進事業費            ４８６万９,４６１円 

「座間市のシティプロモーション～みんなのガイドライン～」を策定するとともに、ロゴマーク・キャッチフレ

ーズの作成、市の魅力を凝縮したコンセプトブックの作成により、シティプロモーションのテーマを明確にしま

した。 

 園芸振興対策事業費                  ２７４万６,４００円 

 農業者が組織する団体の生産活動における野菜種子や苗、薬剤、出荷資材及び収穫機械の購入費用に対する補助

金を交付し、農業者支援を行うことで、農業生産の振興に寄与しました。 

 地産地消促進事業費                   ４３万５,１２０円 

 学校給食で市内産米の使用を推進するため補助金を交付し、地産地消の推進及び農業者の販路拡大・生産意欲の

向上に寄与しました。 

 

 

 

 

 

 

政策Ⅱ 地域の魅力を高め、にぎわいのあるまちづくり 

決算 
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所管：くらし安全部・消防 

 リユース・リサイクル推進事業費        ２億３,２１６万４,２２４円 

資源循環として、資源物を 7,757 トン資源化し、粗大ごみを371 トン処理しました。また、令和５年７月から粗

大ごみの減免申請を市ＬＩＮＥ公式アカウントで開始し、市民の利便性を向上させました。 

 消防署消防車整備事業費              ３,４５６万８,４９７円 

１５メートル級はしご付消防ポンプ自動車のオーバーホールを適正に実施したことで、車両の機能及び安全性を

確保し、消防力を維持しました。 

 ゼロカーボン推進補助事業費            １,１１８万９,５００円 

リチウムイオン蓄電池の設置補助申請が、ゼロカーボンシティ宣言後で最多の６５件となり、省エネ・再エネ設

備の導入促進に寄与しました。また、個人向け電気自動車購入費補助金の交付によって、電気自動車の普及に寄

与しました。 

 地域防災計画等推進事業費               ８７４万５,０００円 

計画改定に伴い、災害時の応急活動における配備体制を見直すと共に、配備時期を明確にしました。また、感染

症対策や多様性に配慮した避難所運営など、多様な視点項目を加えることにより、課題に対応した見直しができ

ました。 

 公害対策事業費                    ８６７万８,８７０円 

公害対策に必要な大気汚染調査、河川水質測定調査などの実施や鳩川の平和橋下流流入排水路等で有機フッ素化

合物の分布状況を把握することで、大気、水質等の環境保全に努めました。 

 （補正）交通防犯補助事業費              ５０８万６,３７０円 

令和５年１０月に自転車用ヘルメット購入費補助金を創設し、交通事故による負傷者の減少及び負傷者の重症化

の防止に寄与しました。補助制度創設後にはヘルメット着用率が向上（約１０％→約３０％）し、着用促進がな

されました。 

 消防団消防車両更新事業費            ０円（翌年度に繰り越し） 

更新後の車両及び資機材が年度内に納入できなかったものの、既存車両を適正に維持管理して部隊運営を行いま

した。 

 

 
所管：健康部・教育部 

 市民文化会館大規模改修事業費              １億３,４７４万円 

大規模改修工事の実施設計を行いました。また、小ホール舞台機構設備の更新及び大ホール舞台照明設備ボーダ

ーケーブルの更新を行い、利用者の安全性及び利便性向上に寄与しました。 

 がん検診事業費                   １億５８万２,６７５円 

新たに胃がん内視鏡検診を開始しました。また、集団検診の案内及び申込に市ＬＩＮＥ公式アカウントを活用

し、利便性を向上させました。 

 図書館管理運営費                 ５,２６９万５,８７１円 

図書館内のエレベーターを更新し、利用者の安全性及び利便性の向上に寄与しました。 

 

政策Ⅲ 安全・安心で環境にやさしいまちづくり 

政策Ⅳ 健康に暮らせるまちづくり 

決算 
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 グラウンド管理運営費               ４,０２２万５,０７４円 

座間市民球場のスコアボード塗装及び散水用ポンプを修繕したことにより、安全性の確保や適切なグラウンドコ

ンディションの保持ができました。 

 東地区文化センター大規模改修事業費             １,８２０万円 

 施設の長寿命化を目指した外壁改修工事を１１月に着工しました。 

 

 
所管：福祉部 

 生活保護法定扶助事業費           ４３億９,１４３万４,７３２円 

 要保護者の状況に応じ法に定める基準の範囲内で、各種の扶助をもって最低生活の保障を図り自立した生活の助

長に寄与しました。 

 障がい者自立支援給付等事業費        ２５億５,３６４万５,８９４円 

 生活介護や共同生活援助、就労継続支援などの増え続ける障がい福祉サービス利用者がサービスを受けられる体

制を確保するとともに、障がい者の自立と社会参加の支援などを推進し、安全で安心して暮らせる地域生活を支

援しました。 

 総合福祉センター大規模改修事業費       ２億４,６４６万３,０００円 

 施設の長寿命化及び青少年センター機能を統合するため、改修工事を令和５年９月に着工しました。 

 児童発達支援センター整備事業費          ２億９８７万２,８００円 

 令和４年度から同センターの改修工事を実施し、予定どおり令和５年１０月に開設することができました。 

障がいの特性を踏まえ、子どもの生活が豊かなものとなるよう、環境や安全面に配慮した改修を行いました。 

 成年後見制度利用促進等事業費           １,７４６万１,０００円 

 成年後見利用促進センターにおいて、相談（延べ1,193件）、普及啓発活動、受任調整（会議７回）、市民後見人

の養成（実務実習４人修了、継続研修３回）に取り組み、権利擁護の普及啓発、成年後見制度の利用促進に寄与

しました。 

 老人憩いの家管理運営費                 ９３６万４４５円 

 老人憩いの家７か所全てに自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設置し、応急手当ができるよう整備しました。ま

た、設置に伴い、老人憩いの家管理者等に対し、救命講習を行い、適正な利用ができるよう努めました。 

 適正化事業費（介護保険事業特別会計）         ５１０万１,８８５円 

 ケアプランの点検を専門事業者に委託したことにより、専門家の視点で意見や指導を受けることができ、実践的

なものとなりました。また、ケアプランの確認件数も目標２０件を上回る４９件となり、ケアプランの質の向上

に寄与しました。 

  

政策Ⅴ 共に認め合い、支え合うまちづくり 

決算 
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所管：都市部・上下水道局 

 公園等施設改修事業費             １億２,７３１万７,４７３円 

 老朽化した公園施設の改修を行うとともに、なかよし公園の防球ネットや遊具等の改修を行うことで、公園利用

者の利便性の向上及び安全性を確保しました。 

 コミュニティバス運行事業費          １億１,１６１万３,４２２円 

 コミュニティバス年間利用者数は約 166,000 人で、過去最多を記録しました。また、耐用年数を迎えたワゴン車

両２台を更新し、安全で円滑な運行に寄与しました。 

 市営住宅大規模改修事業費             ８,０５７万７,８８４円 

 立野台住宅３・４号棟の外壁及び屋上防水改修工事を行い、長寿命化計画による計画的な修繕を実施し、適正な

維持保全を行いました。 

 緑地等保全事業費                 ２,１７０万６,０７３円 

 特別緑地保全地区の土地買入申出書に基づき、土地の購入を行うことで、緑地等の確保・保全に努めました。 

 座間南林間線道路改良事業費            １,４６５万６,５１１円 

 用地測量、物件調査、鉄道交差部詳細設計、用地取得の手続など道路改良事業を着実に推進しました。 

 都市計画基礎調査・解析事業費           １,０７２万２,６９０円 

 都市計画基礎調査解析業務委託では、調査結果をもとにＧＩＳを用いた現状と動向を解析し、また、線引き見直

し検討業務委託では、素案の作成等を行うことで、計画的なまちづくりに寄与しました。 

 住宅リフォーム助成事業費               ９１１万６,７１６円 

 子育て世帯等が居住する住宅のリフォームに要する工事金額の一部補助を新たに開始したことで、子育て環境の

充実及び子どもたちを支える地域経済の活性化につながりました。 

 管路更新工事（水道）             ５億７,３６５万１,１００円 

 水道水を安定的に供給するため、老朽化した管路の漏水等を未然に防止し、災害に備え耐震性の向上を図るな

ど、計画的な布設替え工事を実施しました。 

 施設整備工事（公共下水道）            １,３９９万４,２００円 

 市街化区域では、未接続世帯の水洗化や公道移管に伴う汚水管路整備を実施し、市街化調整区域では、接続を希

望した家屋に対し公共汚水ます及び取付管工事を実施しました。これらによって、公共下水道への接続率の向上

に努めました。 

  

政策Ⅵ 緑あふれる快適なまちづくり 

決算 
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所管：総合政策部・財務部 

 市債償還元金                ２６億８,４０９万７,３１１円 

 返済計画に沿って市債元金を償還し、健全な財政運営に努めました。 

 （補正）水道事業会計負担金          １億６,３４８万１,１６４円 

 負担金を拠出したことで、１０月から翌３月検針分までの水道料金減免を実施することができ、物価高騰等に直

面する生活者等の負担を軽減することができました。 

 デジタルトランスフォーメーション(ＤＸ)推進事業費 ２,５７４万８,８００円 

 職員を対象に、デジタルリテラシー向上及び意識改革につながるＤＸ研修を行い、デジタルを用いた業務改革の

意識啓発を進めました。 

 また、デジタルデバイド対策として、スマホ教室・相談会の実施及びコールセンターを開設しました。 

 広報発行事業費                  ２,２６２万７,７６０円 

 広報ざまは、多様化するニーズや時勢に合ったテーマを特集することに注力し、神奈川県のコンクールで入賞す

るなど、よりわかり易く効果的に情報発信しました。また、点字版広報を作成したことで、より多くの方への情

報発信ができました。 

 ファシリティマネジメント推進事業費          ４０３万６,３８３円 

 公共施設マネジメントシステムの導入により、本市が所有する公共施設の情報を一括管理できるようになりまし

た。また、令和６年度から開始する包括施設管理業務との連携による、施設データの一元的な管理体制が整いま

した。 

 国際化推進事業費                   ３５９万１,４９８円 

 スマーナ市との交流事業は、スマーナ市から受け入れた４人の生徒と多くの体験を共有して、新たな絆を結ぶこ

とができました。 

 在住外国人の支援は、多言語通訳タブレットを活用した窓口対応などを進め、国籍及び言語を問わない行政サー

ビスの提供につながりました。 

 基地航空機騒音測定事業費               ２２８万８,９９０円 

 ２４時間３６５日、常時航空機騒音測定を行い、航空機騒音の実態把握に努めることができました。 

 基地政策事務費                     ５１万６,９０９円 

 基地が所在することによる諸課題について、神奈川県や基地関係市と連携して取り組みました。 

 また、関係行政機関と連絡調整を行い、市民の負担軽減に向けて取り組みました。 

 総合計画推進事業費                   １３万５,６００円 

 実施計画事業の予算化を基本として、本市を取り巻く環境の変化に対応しながら着実にまちづくりを推進するた

めの行政経営を行いました。 

 また、計画と予算が連動した、市民、職員等にとって分かりやすい進捗管理に努めました。 

  

政策Ⅶ 持続可能な行財政運営 

決算 
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 小児医療費助成事業費             ５億４,７３２万７,６６４円 

 所得制限の撤廃により 1,829人（令和５年４月時点）、助成対象年齢の拡大により 2,787人に医療証を交付するこ

とで、小児等の健やかな成長及び保護者の経済的負担の軽減に寄与しました。 

 （補正）物価高騰対応医療福祉施設等支援事業費   ６,５８５万９,０００円 

 市内医療福祉施設等に対して支援金を支給し、光熱水費、食材料費等の原油価格・物価高騰の影響を受けた事業

所を支援することができました。 

 子育て支援特別給付金支給事業費          １,２８８万５,０００円 

 受給者 211人（延児童数 2,573 人）に給付金を支給することで、子育て世代の生活の安定及び児童の健やかな成

長に寄与しました。 

 

 

財政指標 

 

区分 令和５年度 令和４年度 増減 

財政力指数（単年度） ０.８２１ ０.８３４ ▲０.０１３ 

実質収支比率 ４.６％ ８.３％ ▲３.７ 

経常収支比率 ９９.４％ ９９.４％ ０ 

実質公債費比率 ２.４％ １.７％ ０.７ 

 

  

施策体系外 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 

決算 
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議案第４１号 

 

 

 

 

国民健康保険事業特別会計決算の概要       （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 １３１億２,７１１万４,２７６円 

（４億６５９万６,２５９円、３.０％減） 

 歳出決算額 １３０億１,８６７万３,５４８円 

（４億２,５４０万４,５４７円、３.２％減） 

 

 

議案第４２号 

 

 

 

 

介護保険事業特別会計決算の概要         （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 １０３億８,８７８万５２１円 

（５億２,２９６万２５３０円、５.３％増） 

 歳出決算額 １０１億１,２９１万２,２９７円 

（５億７,１２３万１８３円、６.０％増） 

 

  

令和５年度座間市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

令和５年度座間市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

問合せ先：保険年金課長 上野 ０４６－２５２－７０６４ 

問合せ先：介護保険課長 福田 ０４６－２５２－７１３８ 

決算 
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議案第４３号 

 

 

 

 

後期高齢者医療保険事業特別会計決算の概要    （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 １８億５,４７７万９,８８２円 

（１１４万８,２７５円、０.１％増） 

 歳出決算額 １７億５,５９１万６,１７５円 

（７,４０４万４,５８２円、４.０％減） 

 

 

  

令和５年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

問合せ先：保険年金課長 上野 ０４６－２５２－７０６４ 

決算 
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議案第４４号 

 

 

 

 

水道事業会計決算の概要             （  ）内は対前年度比 

 収益的収入及び支出の状況 

 水道事業収益 ２１億６,６３６万６５９円 

（３,８４５万５１円、１.８％増） 

 水道事業費用 ２０億９,５５８万６,２２３円 

（１億２,１４７万５,３７７円、６.２％増） 

 

 資本的収入及び支出の状況 

 資本的収入 ４億９,７１７万７,２５２円 

（２,２９０万６,６１９円、４.８％増） 

 資本的支出 ９億９,３２０万２,６７８円 

（７,０１９万７,０４６円、７.６％増） 

 

 

  

令和５年度座間市水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余金の処

分について 

問合せ先：経営総務課長 郡司 ０４６－２５２－７１８２ 

決算 
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議案第４５号 

 

 

 

 

公共下水道事業会計決算の概要          （  ）内は対前年度比 

 収益的収入及び支出の状況 

 下水道事業収益 ２８億２,４４６万８,５２０円 

（８,４５３万２,８６７円、２.９％減） 

 下水道事業費用 ２４億８,７８５万６,０８７円 

（８,１７８万５,９７５円、３.２％減） 

 

 資本的収入及び支出の状況 

 資本的収入 １億５,０１５万５,０２９円 

（１億１,６２５万７,３９７円、４３.６％減） 

 資本的支出 １３億８,２０２万８,１０１円 

（８,９４２万１,６３９円、６.１％減） 

 

 

  

令和５年度座間市公共下水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余

金の処分について 

問合せ先：経営総務課長 郡司 ０４６－２５２－７１８２ 

決算 
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議案第４６号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：  １，１８２，８６７千円 

補正後予算額： ４８，０００，２６６千円 

 主な内容 

・座間南林間線の周辺道路について、整備計画の概要を検討します。 

 ・事業の実施に伴う、予算の過不足について補正します。 

 

 補正額の内訳 

歳入 

  ・前年度繰越金                       1,105,359 千円 

  ・介護保険事業特別会計繰入金                 105,150 千円 

  ・社会資本整備総合交付金                   ▲79,943 千円 

ほか 

歳出 

 

  ・生活支援事務費                        2,030 千円 

 

  ・座間南林間線道路改良事業費                 ▲108,725 千円 

 

  ・塵芥収集事業費                       ▲1,861 千円 

 

ほか 

 その他 

 ・債務負担行為の変更 

・地方債の追加及び変更 

  

共に認め合い、支え合うまちづくり 

 

緑あふれる快適なまちづくり 

 

施策体系外 

 

令和６年度座間市一般会計補正予算（第３号） 

 

補正予算 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 
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議案第４７号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：     ５８,４４０千円 

補正後予算額： １３,４４３,８３８千円 

 主な内容 

 ・令和５年度歳入歳出の差額が生じたことに伴う所要の措置です。 

 

 補正額の内訳 

 

歳入 

  ・前年度繰越金                         58,440 千円 

 

歳出 

  ・財政調整基金積立金                      49,556 千円 

  ・一般会計繰出金                        8,884 千円 

 

 

 

 

 

  

令和６年度座間市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

補正予算 

問合せ先：保険年金課長 上野 ０４６－２５２－７０６４ 



  

 17 

議案第４８号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：    ２５５,８６９千円 

補正後予算額： １０,９７６,６１３千円 

 主な内容 

 ・令和５年度歳入歳出の差額が生じたことに伴う所要の措置です。 

 

 補正額の内訳 

 

歳入 

  ・前年度繰越金                        255,869 千円 

 

歳出 

  ・一般会計繰出金                       105,150 千円 

  ・国庫支出金等過年度分返還金                  96,783 千円 

  ・介護保険給付費等支払基金積立金                53,936 千円 

 

 

 

 

  

令和６年度座間市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

補正予算 

問合せ先：介護保険課長 福田 ０４６－２５２－７１３８ 
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議案第４９号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：    ８８,８６４千円 

補正後予算額： ２,２３８,０９１千円 

 主な内容 

 ・令和５年度歳入歳出の差額が生じたことに伴う所要の措置です。 

 

 補正額の内訳 

 

歳入 

  ・前年度繰越金                         88,864 千円 

 

歳出 

  ・後期高齢者医療保険負担金                   84,295 千円 

  ・一般会計繰出金                        4,569 千円 

 

 

 

  

令和６年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

補正予算 

問合せ先：保険年金課長 上野 ０４６－２５２－７０６４ 
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議案第５０号 

 

 

 

 工事名 

令和６年度 座間市立市民文化会館大規模改修工事（債務負担） 

 請負人 

座間市南栗原三丁目１８番１３号 

アイグステック株式会社関東支店 取締役支店長代理 荒 井 呉 仁 

 請負契約金額 

  ２３億２，３２０万円 

 

 

 

  

工事請負契約の締結について 

問合せ先：契約検査課長 加藤 ０４６－２５２－７２９６ 

契約 
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議案第５１号 

 

 

 

 名称 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型） 

 

 契約の相手方 

東京都八王子市中野上町二丁目３１番１号 

日本機械工業株式会社本社営業部 部長 山 下 康 弘 

 

 契約金額 

  ６，２７０万円 

 

 

 

議案第５２号 

 

 

 

 名称 

消防ポンプ自動車 

 

 契約の相手方 

東京都八王子市中野上町二丁目３１番１号 

日本機械工業株式会社本社営業部 部長 山 下 康 弘 

 

 契約金額 

  ２，８６０万円 

 

 

 

 

財産の取得について 

財産 

問合せ先：契約検査課長 加藤 ０４６－２５２－７２９６ 

財産の取得について 

問合せ先：契約検査課長 加藤 ０４６－２５２－７２９６ 
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議案第５３号及び報告第１８号から報告第２０号まで 

 事故の全体概要 

令和５年１１月４日午後２時４５分頃、座間市東原四丁目１番１５号先路上におい

て、庁用車が一時停止せずに交差点を通過しようとしたところ、右側から走行してき

た車両と衝突し、並びに当該車両がカーブミラー及びフェンスに衝突したものです。 

  

和解及び損害賠償、報告 
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議案第５３号 

 

 

 

 事故の概要 

令和５年１１月４日午後２時４５分頃、座間市東原四丁目１番１５号先路上におい

て、庁用車が一時停止せずに交差点を通過しようとしたところ、右側から走行してき

た相手方（栗原中央三丁目在住・２０代男性）車両と衝突し、相手方が負傷し、及び

当該相手方車両がカーブミラーに衝突し、当該カーブミラーが破損したものです。 

 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は相手方に対し１２４万２，９６８円を支払い、相手方は市に対し２万１６３円

を支払う。 

 

 

 

報告第１８号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年７月１７日 

 

 事故の概要 

令和５年１１月４日午後２時４５分頃、座間市東原四丁目１番１５号先路上におい

て、相手方（住友三井オートサービス株式会社 横浜支店）からリース契約により賃

借している庁用車が一時停止せずに交差点を通過しようとしたところ、右側から走行

してきた車両と衝突し、当該庁用車を破損させたものです。 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は、相手方に対し２２万円を支払う。 

 

  

和解及び損害賠償の額を定めることについて（追認） 

問合せ先：生涯学習課長 新井 ０４６－２５２－８４１３ 

和解及び損害賠償、報告 

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

問合せ先：生涯学習課長 新井 ０４６－２５２－８４１３ 
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報告第１９号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年７月１７日 

 事故の概要 

令和５年１１月４日午後２時４５分頃、座間市東原四丁目１番１５号先路上におい

て、庁用車が一時停止せずに交差点を通過しようとしたところ、右側から走行してき

た相手方（栗原中央三丁目在住・２０代男性）車両と衝突し、双方の車両が破損した

ものです。 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は相手方に対し８０万４，５５９円を支払い、相手方は市に対し３万２，９８９

円を支払う。 

 

 

報告第２０号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年７月１７日 

 事故の概要 

令和５年１１月４日午後２時４５分頃、庁用車が一時停止せずに交差点を通過しよ

うとしたところ、右側から走行してきた車両と衝突したことで、座間市東原四丁目１

番１５号において、当該車両が相手方（アデニウムさがみ野管理組合理事長）フェン

スに衝突し、破損させたものです。 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は、相手方に対し３３万８，８００円を支払う。 

  

問合せ先：生涯学習課長 新井 ０４６－２５２－８４１３ 

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

問合せ先：生涯学習課長 新井 ０４６－２５２－８４１３ 

報告 
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議案第５４号 

 

 

 

 認定 

路 線 名 
起  点 

終  点 

 

相模が丘２２５号線 
相模が丘二丁目６１４番６地先 

相模が丘二丁目６１４番１３地先 
開発行為によるもの 

緑ケ丘１４２号線 
緑ケ丘二丁目２１４３番２４地先 

緑ケ丘二丁目２１４４番７地先 
開発行為によるもの 

 

 

 

 

  

市道 

市道の路線の認定について 

問合せ先：道路課長 春山 ０４６－２５２－８２４３ 
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報告第１３号 

 

 

 

 健全化判断比率 

単位：％ 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

― 

（１２．００） 

― 

（１７．００） 

２．４ 

（２５．０） 

１０．１ 

（３５０．０） 

※ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率における「―」は、赤字となっていないこ

とを表示しています。 

※ 括弧内の数値は、早期健全化基準です。 

 

 

 

 

報告第１４号 

 

 

 

 資金不足比率 

単位：％ 

特別会計の名称 資金不足比率 

座間市水道事業会計 
― 

（２０．０） 

座間市公共下水道事業会計 
― 

（２０．０） 

※ 資金不足比率における「―」は、資金不足となっていないことを表示していま

す。 

※ 括弧内の数値は、経営健全化基準です。 

 

 

  

令和５年度決算に基づく健全化判断比率について 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 

報告 

令和５年度決算に基づく資金不足比率について 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 
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報告第１５号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年７月３日 

 

 事故の概要 

令和５年６月２日午後３時４０分頃、自転車放置禁止区域標識の一部が腐食し、風

により根元から倒れ、座間市入谷東三丁目３１番１１号 笹野ビル１階において相手

方（市外在住・５０代男性）建物の窓枠等を破損させたものです。 

 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は、相手方に対し５２万６，２４０円を支払う。 

 

 

報告第１６号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年７月３日 

 

 事故の概要 

令和５年６月２日午後３時４０分頃、自転車放置禁止区域標識の一部が腐食し、風

により根元から倒れ、座間市入谷東三丁目３１番１１号 笹野ビル１階において相手

方（入谷東三丁目在住・８０代女性）建物の窓ガラスを破損させたものです。 

 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は、相手方に対し２６万５，３２０円を支払う。 

 

  

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

報告 

問合せ先：生活安全課長 古川 ０４６－２５２－８０９５ 

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

問合せ先：生活安全課長 古川 ０４６－２５２－８０９５ 
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報告第１７号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年７月１１日 

 事故の概要 

令和６年５月１３日午後５時頃、京都府京都市下京区不明門通七条下る東塩小路町

７０９番地 ＲＹＯＫＡＮ ＧＩＮＫＡＫＵ ＫＹＯＴＯ ８０５号室において、東

中学校の修学旅行中、同校に在籍する生徒が、相手方（株式会社銀閣）が提供した宿

泊施設の部屋の障子を破損させたものです。 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は、相手方に対し４万３，７８０円を支払う。 

 

 

報告第２１号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年５月１０日 

 事件の概要 

令和４年度（令和３年度からの繰越分）保育士等処遇改善臨時特例交付金の返還金

７５９万４，６４９円について、納付期限が令和６年４月１７日までであったが、同

月１８日をもって納付したことから、国（内閣府及び厚生労働省）に対し補助金等に

係る予算の執行の適正化に関する法律第１９条第２項の規定に基づき延滞金を支払

うものです。 

 損害賠償の額 

２，２７８円 

 

  

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

報告 

問合せ先：保健給食担当課長 小林 ０４６－２５２－８０１１ 

 

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

問合せ先：保育・幼稚園課長 田﨑 ０４６－２５２－８２３７ 
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報告第２２号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年５月１６日 

 事件の概要 

令和４年度母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金の返還金５７５万円につい

て、納付期限が令和６年４月３０日までであったが、同年５月７日をもって納付した

ことから、国（内閣府）に対し補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第１

９条第２項の規定に基づき延滞金を支払うものです。 

 損害賠償の額 

１万２，０７５円 

 

 

 

報告第２３号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和６年５月１６日 

 事件の概要 

令和４年度児童入所施設措置費等国庫負担金の返還金１３４万４，６７５円につい

て、納付期限が令和６年４月３０日までであったが、同年５月７日をもって納付した

ことから、国（内閣府）に対し補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第１

９条第２項の規定に基づき延滞金を支払うものです。 

 損害賠償の額 

２，８２３円 

 

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

報告 

問合せ先：こども家庭課長 曽我 ０４６－２５２－８０１０ 

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

問合せ先：こども家庭課長 曽我 ０４６－２５２－８０１０ 


